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「
健
寿
の
駅
」
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
耳
に
し
た
の
は
、
縁
あ
っ

て
芝
浦
工
業
大
学
に
勤
め
て
す
ぐ

の
４
年
半
前
で
あ
っ
た
。
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
「
健
寿
の
駅
」
の

社
会
実
験
を
東
京
都
多
摩
地
区
で

実
施
す
る
の
で
、
そ
の
研
究
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
欲
し
い
と
の
同
大

学
の
岡
村
宏
先
生
か
ら
の
要
請
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
、
医
療
、
介

護
等
社
会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ

と
で
若
い
世
代
に
過
剰
な
負
担
を

か
け
る
こ
と
な
く
社
会
保
障
費
削

減
に
貢
献
で
き
る
身
近
な
施
策
が

必
要
不
可
欠
、
と
考
え
て
い
た
の

で
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

75
歳
で
毎
日
歩
け
る
人
は
、
そ

う
で
な
い
人
に
比
べ
て
健
康
を
維

持
で
き
る
確
率
が
高
く
、
終
末
医

療
等
を
含
め
て
医
療
費
の
大
幅
削

減
に
つ
な
が
る
、
と
の
デ
ー
タ
が

あ
る
。
高
齢
者
が
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

な
健
康
測
定
機
器
を
装
着
し
歩

き
、
日
々
の
歩
行
数
と
脈
、
血
圧

等
の
関
係
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
健
康
相
談
や
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
拠
点
に
、
と
の
構

想
が
「
健
寿
の
駅
」
で
、「
道
の
駅
」

を
活
用
し
て
推
進
し

よ
う
と
の
目
論
み
で

あ
る
。

　

２
０
２
０
年
の
基

礎
的
財
政
収
支
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
財
政
健
全
化

計
画
が
策
定
さ
れ
た
今
日
「
健

寿
の
駅
」
の
促
進
が
期
待
さ
れ

る
。「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」、
交
流
連
携
が
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
交
流
人
口
を

促
進
し
つ
つ
、
交
流
人
口
に
も
た

れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
定
住
人
口
を

確
保
し
、
定
住
す
る
老
若
男
女
が

安
全
・
安
心
し
て
歩
い
て
暮
ら
せ

る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

現
下
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
し
て
「
道

の
駅
」
を
活
用
す
る
際
、「
医
住

近
接
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か

ら
「
健
寿
の
駅
」
が
検
討
さ
れ
、

併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
無
電
柱

化
等
に
よ
り
「
健
寿
の
駅｣

に

至
る
、
安
心
し
て
歩
け
る
道
の
整

備
促
進
が
望
ま
れ
る
。
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「
健
寿
の
道
」
の
す
す
め

　

緑
化
活
動
に
対
す
る
道
の
駅
利

用
者
の
関
心
の
度
合
い
で
は
、『
非

常
に
関
心
が
あ
る
』
と
回
答
し
た

人
は
33
・
８
％
、『
や
や
関
心
が

あ
る
』
と
い
う
人
は
56
・
９
％
。

合
計
で
９
割
以
上
の
人
が
緑
化
活

動
に
関
心
を
示
し
て
る
。

　

半
面
、
緑
化
活
動
に
参
加
し
た

経
験
に
つ
い
て
は
、『
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
』
と
回
答
し
た
人
は

39
・
４
％
で
、
４
割
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
し
た
の
か
。『
植
林
・
植
樹
』

関
係
の
活
動
と
答
え
た
人
が
最
も

多
く
、
次
い
で
『
花
壇
づ
く
り
、

花
苗
の
植
え
付
け
』　
『
草
む
し
り

・
ゴ
ミ
拾
い
』
と
続
き
、
緑
化
活

動
と
美
化
活
動
を
一
体
の
も
の
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

道
の
駅
で
緑
化
に
関
連
し
た
催

し
物
を
実
施
す
る
こ
と
へ
の
関
心

に
つ
い
て
は
、『
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
』
22
・
５
％
、『
参
加
し
た
い
』

36
・
９
％
で
、
合
わ
せ
て
６
割
の

人
が
参
加
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

催
し
物
の
内
容
と
し
て
は
『
苗

木
の
無
料
配
布
、
苗
木
の
販
売
』

の
イ
ベ
ン
ト
を
希
望
す
る
人
が
最

も
多
か
っ
た
が
、『
実
際
に
山
を

見
て
歩
き
、
学
習
し
て
現
状
を
知

ら
せ
る
た
め
の
学
習
会
が
あ
る
と

い
い
（
男
性
・
70
歳
）』
と
い
う

声
や
『
地
球
規
模
で
実
情
や
必
要

性
、
対
策
の
紹
介
（
男
性
53
歳
）』

な
ど
、
勉
強
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

　

道
の
駅
に
お
け
る
緑
化
活
動
は

『
緑
の
募
金
箱
』
と
い
う
形
で
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
、

関
心
の
高
さ
の
一
方
で
、
実
際
の

募
金
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
緑
の

募
金
箱
を
『
見
か
け
た
こ
と
が
あ

る
』
が
15
・
６
％
、『
見
か
け
た

こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
』

が
38
・
８
％
。
実
際
に
募
金
し
た

人
は
14
・
４
％
に
す
ぎ
ず
、
道
の

駅
利
用
者
に
十
分
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
と
い
え
る
。

　
『
そ
の
土
地
に
合
わ
せ
た
木
々

を
、
住
民
の
人
を
交
え
て
道
の
駅

を
中
心
に
緑
を
植
え
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。（
男
性
・
65
歳
）』
と

い
う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、「
道
の
駅
」、「
地
域
住
民
」、「
道

の
駅
利
用
者
」
の
緑
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
実
現
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
声
も
あ
る
。

　

自
然
と
う
ま
く
共
生
し
て
き
た

先
人
の
遺
産
で
あ
る「
鎮
守
の
森
」

は
祭
り
の
場
で
あ
り
、
人
の
集
う

場
で
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所

で
も
あ
っ
た
。

　
「
休
憩
機
能
」、「
情
報
提
供
機

能
」、「
地
域
連
携
機
能
」、
さ
ら

に
は
「
防
災
機
能
」、「
地
方
創
生

の
拠
点
」
と
、
数
々
の
機
能
を
備

え
た
道
の
駅
。「
現
代
版
・
鎮
守

の
森
」
と
し
て
、
新
た
な
進
化
が

期
待
さ
れ
る
。

非常に関心がある

やや関心がある

どちらともいえない

関心がない
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道の駅利用者の緑化活動への関心

海と共に生きる 四季を通じて海辺を楽しむ　海の持つ保養効果を活かして 
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芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

９
割
以
上
「
関
心
あ
る
」

緑
化
活
動
　
道
の
駅
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

さんわ 182 ステーション
前原幸宏支配人

　標高約500ｍの高原に位置する自然

広島県神石高原町坂瀬川 5146-2
国道 182 号　TEL. 0847-85-2550

豊かな道の駅です。昼夜の寒暖差が大きく、地元
の産直市では米、野菜が美味しいと大人気。隣接
する自然食レストランは地元野菜、加工品を使っ
たバイキングで毎日大賑わいです。コンビニも併
設しお客様に喜んで頂いております。

青雲橋
工藤鉄平駅長

　水面から137ｍ、東洋一の高さを誇

宮崎県日之影町七折 8705-12
国道 218 号　TEL.0982-87-2491

り町のシンボルになっているアーチ橋「青雲橋」
のたもとにある駅です。売店では名産の栗と柚子
の商品や田舎団子などを多く揃えています。２階
レストランメニューは男性客が多いことに配慮し
てボリューム満点です！　Facebookを覗いて。

越前
松田年弘駅長

　新たな情報発信基地として昨年オープ

福井県越前町厨 71-335-1
国道 305 号　TEL.0778-37-2360

ンし、室内プールの「アクティブハウス越前」、絶
景温泉の「露天風呂漁火」、「越前がにミュージアム」
をはじめ、観光案内所も併設。新鮮な魚介類を使用
した定食が味わえるレストランや、町内の特産品を
集めたアンテナショップもある新人気スポット！

　

本
紙
は
公
益
社
団
法
人
緑
化
推
進
機
構
と
連
携
し
、
道
の
駅

に
「
緑
の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

改
め
て
道
の
駅
利
用
者
に
第
44
号
で
緑
化
活
動
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
緑
化
に
関
す
る
道
の
駅
利
用
者
の

関
心
は
極
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
推
進
機
構
は
「
さ

ら
に
募
金
に
協
力
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

楽しい植樹

　

夏
本
番
、
と
言
え
ば
海
水
浴
。
海
水
浴
が
始
ま
る
ま

で
日
本
人
に
と
っ
て
海
は
生
活
の
糧
の
場
で
も
行
楽
の

対
象
で
は
な
か
っ
た
。海
水
浴
は
１
８
０
０
年
代
後
半
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
欧
州
か
ら
伝
わ
っ
た
。

　

欧
州
最
古
は
１
７
４
０
年
に
開
か
れ
た
英
国
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
東
部
、
北
海
沿
岸
の
ス
カ
ー
バ
ラ
の
海
水
浴
場

で
、
海
水
や
海
風
が
健
康
に
良
い
と
さ
れ
保
養
の
場
だ

っ
た
。
英
国
で
は
現
在
も
宿
泊
旅
行
の
３
割
は
海
辺
に

向
か
い
、
４
泊
以
上
家
族
と
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
。
通
年

で
訪
れ
、潮
風
に
吹
か
れ
て
ボ
ー
っ
と
水
平
線
を
眺
め
、

潮
騒
に
耳
を
傾
け
、
潮
の
薫
り
を
嗅
い
だ
り
。
英
国
庶

民
に
と
っ
て
海
辺
は
依
然
保
養
地
で
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
横
浜
・
富
岡
海
岸
に
最
初
の
海
水
浴
場

が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
大
磯
に
本
格
的
な
海
水
浴
場
が

作
ら
れ
海
水
浴
ブ
ー
ム
が
到
来
。
初
期
の
海
水
浴
は
英

国
同
様
、
医
療
行
為
の
要
素
が
強
か
っ
た
が
、
富
国
強

兵
の
進
展
を
背
景
に
水
練
が
行
わ
れ
、
海
水
を
浴
び
る

こ
と
と
泳
ぐ
こ
と
が
一
体
化
し
た
。
昨
今
は「
海
の
家
」

が
で
き
、
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
や
水
上
バ
イ

ク
な
ど
様
々
に

楽
し
ま
れ
て
い

る
。

　

日
本
人
は
海

と
直
接
触
れ
る

楽
し
み
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
夏

場
の
一
時
期
に
限
ら
れ
る
。
英
国
人
の
よ
う
に
通
年
で

海
の
自
然
美
を
感
受
し
、
心
身
が
癒
さ
れ
る
楽
し
み
方

を
提
供
で
き
な
い
か
。
ヒ
ン
ト
は
「
海
辺
の
空
間
」
に

あ
る
。
日
本
三
景
は
宮
城
・
松
島
／
京
都
・
天
橋
立
／

広
島
・
宮
島
で
、
全
て
海
辺
の
風
景
だ
。

　

我
が
国
の
海
辺
は
、
海
と
市
街
地
の
間
に
高
い
防
潮

堤
、
そ
の
直
背
後
に
道
路
が
あ
り
、
海
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
眺
望
を
阻
害
し
て
い
る
所
が
多
い
。
海
辺
は
防
護
す

べ
き
場
所
、
交
通
の
通
過
場
所
、
と
い
う
意
識
が
あ
る

か
ら
だ
。

　

海
辺
は
癒
し
空
間
と
い
う
認
識
の
下
で
、
市
街
地
か

ら
海
へ
の
歩
行
や
、
海
の
視
界
を
意
識
し
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
空
間
を
整
備
す
れ
ば
、
四
季
を
通

じ
て
ゆ
っ
た
り
と
海
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
。
我

々
技
術
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。（
一
般
財
団
法
人

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー　

八
尋
明
彦
）

北海を眺める老夫婦
（英国・クローマー桟橋背後）




